
令和７年度
帯広市立豊成小学校
校内研究概要



１．昨年度までの研究



研究主題

「教える」から「学ぶ」授業の転換
～“できた！わかった！成長した！”を実感させる授業のデザイン～

研究仮説①

課題に対して一人一人が目標をもち、ゴールまでの道筋をつくるこ
とで、見通しをもって学ぶ子どもを育てることができるだろう。

研究仮説②

できた！わかった！成長した！を実感する手立てを講じることで、
学ぶ楽しさや喜びを実感し、自ら進んで学ぶ子どもを育てることが
できるだろう。



研究仮説①

課題に対して一人一人が目標をもち、ゴールまでの道筋をつくるこ
とで、見通しをもって学ぶ子どもを育てることができるだろう。



研究仮説①

課題に対して一人一人が目標をもち、ゴールまでの道筋をつくるこ
とで、見通しをもって学ぶ子どもを育てることができるだろう。



研究仮説②

できた！わかった！成長した！を実感する手立てを講じることで、
学ぶ楽しさや喜びを実感し、自ら進んで学ぶ子どもを育てることが
できるだろう。



成果
児童アンケートより 教職員アンケートより

授業で「できた」「わかった」「成
長した」を実感したことがあるか。

〇主体的に学習に取り組む姿が見られた。

〇一人で考えることに意欲的になったり、
友達と交流したりすることも楽しめるようになった。

〇授業の中で、子どもが受け身にならず自分から
考えて動いたり、選択したりすることができるように
なった。

〇教師の「教える」という発想が変容し、子どもが主
体的に学ぶように授業を組み立てようという意識を
もつことができた。



課題
教職員アンケートより

〇学習の定着や学力の向上につながりにくいと思った。

〇意欲が低く、自分から学びに向かうことができない児童への対応が難しかった。

〇交流の際、他の子の真似をするだけになっている児童がいた。

〇子どもに委ねながらも指導事項をしっかりとおさえるためには一斉授業の時以上に
教材研究と準備がだということがはっきりと分かった。

〇子ども達自身が学び方を学ぶメタ認知能力と教科の楽しさを味わって学習したくなる
探究力の両方を育てていく必要性がある。



２．今年度の研究



研究主題(２か年計画１年次)

自己実現を目指す深い学び
～他者と関わり合い、探究する学習の充実を通して～

研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとす
る子どもを育てることができるだろう。



自己実現を目指す深い学び
～他者と関わり合い、探究する学習の充実を通して～

研究主題

自己実現→ 自己の素質や能力などを発展させて
より完全な自己を実現させること(文科省)

「なりたい自分になれる。」
「目標を達成できるようになれる。」
「自分を好きになれる。」

豊成小の研究では

子どもが こと



自己実現を目指す深い学び
～他者と関わり合い、探究する学習の充実を通して～

研究主題

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の
特質に応じた見方・考え方を働かせながら、知識を相
互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考
えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、
思いや考えを基に創造したりすることに向かう学び。

(文科省)



研究仮説①

「学びのデザイン」をし、自己評価をすることで、主体的に学習し自
己実現しようとする子どもを育てることができるだろう。

学びのデザイン→ 授業構想シートの活用

自己評価→ ルーブリックの活用

仮説検証の内容



授業構想シートの概要説明



学びスタート！ みんなで考えたい問い

学習内容 評価

いつ・どんな場で
発表しますか？

だれに発表したい
ですか？

何で作りますか？
何をしますか？



学びスタート！ みんなで考えたい問い

学習内容 評価

いつ・どんな場で
発表しますか？

だれに発表したい
ですか？

何で作りますか？
何をしますか？



「風やゴムの力」で動く車の動き方に
ついて、どんなことに気づきましたか？



風とゴムの力で動くおもちゃは、どのようにす
ると遠くまで動くのだろう？

探究課題





つかう力 判断する（えらんで、決める）力 まとめる力

A
風やゴムの力について

知っていることを正しく

つかって発表している。

風やゴムの力について

いろいろな（１つじゃな

い）決まりを比べてまと

めている。

風やゴムの力について

相手に伝わるようにまと

めている。

B
風やゴムの力について

知ったことをだいたい正

しくつかっている。

風やゴムの力について

決まりをまとめている。

風やゴムの力について

まとめている。

C
風やゴムの力について

の知っていることを正し

くつかえていない。

風やゴムの力について

決まりをまとめていない。

風やゴムの力について

まとめていない。



７時間

① これからの学びを考える。

②

③

④

⑤

⑥

⑦ 発表大会









ルーブリックの概要説明



つかう力 判断する（えらんで、決める）力 まとめる力

A
風やゴムの力について

知っていることを正しく

つかって発表している。

風やゴムの力について

いろいろな（１つじゃな

い）決まりを比べてまと

めている。

風やゴムの力について

相手に伝わるようにまと

めている。

B
風やゴムの力について

知ったことをだいたい正

しくつかっている。

風やゴムの力について

決まりをまとめている。

風やゴムの力について

まとめている。

C
風やゴムの力について

の知っていることを正し

くつかえていない。

風やゴムの力について

決まりをまとめていない。

風やゴムの力について

まとめていない。





自己評価 他者評価 総括的評価



【作文を書く】

「あれ・・・自分の作文っていいのか
な？頑張っては書いたんだけど、内
容的にはA？B？C？」

そうか！「はじめ・中・おわり」に分
けて、書くことが大事だった！太郎
さんみたいに結論を先に書くとわ
かりやすいな！ちょっと自分はでき
ていなかったかもな・・・今回はB
かな。次はAを目指すぞ！



自己評価 他者評価 総括的評価



総括的評価形成的評価

ミシュラン☆☆☆

味付けの段階
料理の最終
ジャッジの段階成績付けには活用せ

ず、試行錯誤の段階
成績に用いる
最終評価



自己評価 他者評価 総括的評価



学びスタート！ みんなで考えたい問い

学習内容 評価

いつ・どんな場で
発表しますか？

だれに発表したい
ですか？

何で作りますか？
何をしますか？



個人学習と全体交流を行き来する場と時間
の充実を図ることで、他者との関わり合いを
もち、「深い学び」を目指す。

仮説検証の内容

研究仮説②

他者との関わり合いをもつことで、より「深い学び」を探求しようとす
る子どもを育てることができるだろう。



３．研究体制など



〇低学年ブロック・中学年ブロック
高学年ブロック・特別支援ブロック の４ブロック

〇共同研究。研究教科はブロックで決定。

〇公開研究会(11/28)は、各ブロック１本計４本の公開。

〇全校研は年に３回実施、職員全員で参観する。

〇１人１実践を継続する。



４．研究
スケジュール









５．質疑応答



豊成小の子どもたちのため、
私たちのスキルアップのため、
１年間頑張っていきましょう！


